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各教科等の育成を目指す資質･能力を踏まえた指導の工夫

ー「単元シート」の活用を通してー小学部研究

❖ 研究授業

▷視点を焦点化した参観とワークショップ型事後検討会
▷資質・能力の育成を踏まえた単元の構成や学習過程の工夫
▷自身の実践と照らし合わせながらの学び
▷個を育成する視点と集団の学習を成立する視点の両立

❖ 取組の概要

指導の形態及び指導内容 実践数

教科等を
合わせた指導

日常生活の指導 １

遊びの指導 １２

生活単元学習 １４

教科別の指導 ０

自立活動 ０

❖ 意識調査の結果と考察

やぐらを囲んで盆踊りを楽しむ様子授業実践の紹介 １年生 生活単元学習「楽しい年の暮れ」
２，３年生 遊びの指導「感触遊びをしよう」

養護教諭による旅のエチケット指導りんご狩りの事前学習
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18%

単元の目標と，各教科等の育成を目
指す資質・能力との関連を踏まえて実
践している。

【考察】肯定的な回答が１００％
になったことから，小学部の全教
員が単元の目標と，各教科等の
育成を目指す資質・能力との関
連を踏まえて実践する意識が高
まったと考えられる。
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学習指導要領で示されている目標及
び内容について，当該の段階と下の学
年の段階の児童生徒が学習集団を形
成している場合，それぞれの児童生徒
の段階を踏まえて実践している。

【考察】肯定的な回答が増え，

「そう思う」は２０%以上増えた。

それぞれの児童の段階を踏ま

えて実践する意識が高まったと

考えられる。

そう思う

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えば
そう思わない

分
か
ら
な
い

学習集団を形成している児童生徒一
人一人の目標や手立てを踏まえ，教
員間で協働しながら学習内容を検討
している。

【考察】肯定的な回答が増え，

「そう思う」は２６％増えた。児童

一人一人の目標や手立てを踏ま

え，教員間で協働しながら学習

内容を検討する意識が高まった

と考えられる。
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児童生徒一人一人の学習状況を踏
まえた上で，単元における学習評価を
している。

【考察】肯定的な回答が増えた。

それぞれの児童の学習状況を

踏まえた上で，単元における学

習評価をする意識が高まったと

考えられる。

❖ 小学部研究のまとめ
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実践した指導の形態及び
指導内容と実践数のグラフ

授業の説明動画

研究授業を振り返って

授業実践の紹介 ６年生 生活単元学習「修学旅行へ行こう」

４年生 生活単元学習 「夏を楽しもう」（９月２日）
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教員間で共有した「個別の目標」と実践を深めるために活用した「メモ欄」

新年のあいさつを
書く児童

修学旅行の延期に伴い変更を重ねて完成した単元シート

養護教諭
も含めた引
率 教 員 で
児 童 の 個
別の目標を
共有するこ
とができた。

スライムを作って遊ぶ
学習

日常生活の指導

生活単元学習 遊びの指導

個 教科 個別の目標 評価 メモ欄（配慮・具体的な姿など）

A

知 図１ いろいろな彩色方法の中から自分がやりたい方法を選び，取り組むことができる。 手が汚れることが苦手で，触るのを嫌
がることが考えられるが，示範や友達
の楽しんでいる様子で意欲を喚起し
たい。

思 音１ 簡単なメロディを口ずさんだり，リズム打ちをしたりすることができる。

主

B

知 図１ いろいろな彩色方法の中から自分がやりたい方法を選び，取り組むことができる。
視覚支援を充実させて，楽器の演奏
に意欲的に取り組めるようにしたい。

思 音１ 簡単なメロディを口ずさんだり，リズム打ちをしたりすることができる。
主

C

知 生１ 季節の行事に触れ，飾りなどに興味を持つことができる。 得意な分野を生かしながら経験を広
げ，いろいろなものに興味が持てるよ
うにしたい。

思 音１ 音楽アプリを使って，簡単なリズムやメロディを自分なりに演奏しようとする。
主

時 日付 主な学習内容 〇手立て ・留意点 教科

１
10/１９（火）
４ｈA①

オリエンテーション

・活動予定の確認

・｢修学旅行の歌｣の元になる歌

（さんぽ）を聴く。

○下見の際に撮影した写真や動画等を提示し，修学旅行への見通しと期待

感が持てるようにする。

・修学旅行の歌の元になる歌を聴く。修学旅行までにみんなで歌詞を考え，自

分たちだけの｢修学旅行の歌｣を作っていくことで修学旅行への意識を高め

る。

生

国
音

12

10/20(水)
Ａ②B①
１０/21(木)
B②C①
１０/22(金)
D①E①
１０/25(月)
C②E②
１０/26(火)
B③Ｄ②

10/27(水)
B④C③

10/28（木）
B⑤E③

10/29（金）
F①

11/ 2（火）
A③E④
11/ 4（木）
Ａ④Ｂ⑥Ｅ⑤
⑥
11/ 5（金）
A⑤B⑦E⑦
⑧保
11/ 8（月）
Ｂ③Ｄ⑧Ｅ

⑨
11/ 9（火）
Ｃ⑤⑥

11/10（水）
Ａ⑥Ｂ⑨

A修学旅行の歌，係（あいさつ・司

会等）， めあて決め，荷物の確

認等 （２単位時間＝１５分×

６回）

B リナワールド

（３単位時間＝15分×９回）

C ホテルでの過ごし方

（２単位時間＝15分×６回）

D りんご狩り

（１単位時間＝15分×３回）

E 観光物産館買い物学習（３単

位時間＝15分×９回）

F 陶芸 （1単位時間＝１回）

※A～Fの学習内容を１５～２０分

ずつに分け，組み合わせて学習す

ることで，学習内容を少しずつ積

み重ねられるようにする。組み合わ

せは適宜変更して実施する。

※以下の学習は教科の学習の時

間と合わせて実施する。

A修学旅行の歌→音楽

F 陶芸→チャレンジ

A○役割分担を行い，一人一役の活躍の場面を設ける。

○しおりの｢めあて｣｢荷物チェックリスト｣の欄に記入する。

・書くことが難しい児童は，頑張りたいことのイラストを教師と一緒に選ぶこ

とができるようにする。

生

国
体

B○動画等を活用して，園内のアトラクションを再現し，疑

似体験する場を設定する。

・事前に園内の雰囲気を知ることにより，見通しをもって

活動できるようにする。

・リストバンドを着ける等，園内でのルールやマナーを確

認できるようにする。

生

C○着替えの手順や入浴時のマナー（大浴場の使い方）に

ついて説明し，練習する。

○ホテル館内での過ごし方や食事のマナー等について学

習する。給食時や校内の廊下の歩き方等，場面を捉え，

意識して生活できるようにする。

生

算
体

D○実物のりんごを使って枝から実を取る疑似体験する場

を設定し，事前に練習できるようにする。

E○昼食の食券とお土産のそれぞれの買い方を練習する場を設定する。

・iPadで券売機を再現し，昼食購入の練習をする。

・誰にどんなお土産を買うかを考え，決められた金額内で商品を選ぶ練習

ができるようにする。

F○粘土を使って陶芸の成形を疑似体験できるようにする。

・雨天時の場合のみの活動ということを踏まえ，おおまかな作り方の手順に

触れる程度にする。

養護教諭による保健指導

〇コロナ過における新しい旅のエチケットについて必要な事柄に気付き，教師

と一緒に感染症対策を行うことができるようにする。

個 教科 本単元における個別の目標 評価

A

知 生小２
買い物をする場所，止まる場所など施設の役割に気
付き教師と一緒に利用することができる。 〇

思 生小２
「〇〇買う。」「〇〇食べる。」など，施設に応じた利用
の仕方を言葉や指差しなどで表現できる。 〇

主 ◎

B

知 生小３
金銭を大切に扱いながら，家族へのお土産や食べ
たい食事など目的に合わせて購入することができる。 〇

思 生小３
様々な施設で働いている人の役割に気付き，教師に
伝えることができる。 〇

主 〇

C

知 生小２
リナワールドでは，手首のフリーパス券をしたまま活
動することが分かる。 ◎

思 生小２
自分が食べたい昼食や買いたい物を選んで買うこ
とができる。 〇

主 ◎

D

知 生小３
「これをください。」「幾らですか。」などのやり取りを
しながら，おつりやレシートを正しく取り扱いながら，
買い物をすることができる。

◎

思 生小２
手指消毒やマスクの着用など衛生面を意識し，遊園
地で乗りたい物やお店で買いたい物などを教師に
伝えながら活動できる。

◎

主 ◎

E

知 生小１
リナワールドやホテルで友達と一緒に活動すること
が分かる。 〇

思 生小１
買いたい物を選ぶなど，目的に合う買い物を教師と
一緒にする。 〇

主 〇

F

知 生小１
身の回りの人との関わり方に関心を持つことができ
る。 ◎

思 生小１
硬貨や紙幣に触れて金銭の感触を確かめ，教師と
一緒に扱おうとすることができる。 〇

主 ◎

単元の目標 育成を目指す主な教科等の資質・能力

① 氷遊びや盆踊りなどの行事を通して，夏の特徴に関心を持つこと
ができる。

知

① 【生活：小２：サ（イ）】身近な生命や自然について知ること。
② 【図工：小２：Ａ（イ）】身近な材料や用具を使い，書いたり，形作ったりする。
③ 【音楽：小２：Ａエ（ウ）ア】示範を見て模倣したり，拍や特徴的なリズムを意識したりして手足
や身体全体を動かす。

思

④ 【生活：小２：サ（ア）】自然の特徴や変化が分かり，それらを表現しようとする。
⑤ 【生活：小２：エ（ア）】身近な遊びの中で，教師や友達と簡単な遊びをしたり，遊びを工夫しよ

うとしたりする。
⑥ 【図工：小２：Ａ（ア）】材料や感じたこと，想像したこと，見たことから表したいことを思い付く。
⑦ 【音楽：小２：Ａエ（ア）】身体表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら，簡単な

リズムの特徴を感じ取り，体を動かすことについて思いを持つ。

②夏の植物や行事を題材にした制作活動に，楽し
んで取り組むことができる。

➂夏の過ごし方を知ることができる。

主 （上記を主体的に学び，生活に生かそうとする態度を養う。）

２４人の教員が２７の実践・・・実践率 ％

「全員の目標，

配慮等を確認

し，授業に臨

むことができ

ました。把握し

やすかったで

す。 」（M先生）

「担当以外の児童

をみることもあった

り ， T1の補助に

入ったりすることも

あるため，児童の

目標を共有する単

元シートは有効で

した。」（M先生）

一つの単元シートを基に，学年の教員それぞれが実践を行った。
単元や個別の目標を十分に共有できたことで，教員間で連携しながら，
学年の児童それぞれに効果的な支援を講じることにつながった。

７回の実践と単元シート改訂を繰り返し，日常的に単元シートに触れることで，

学習指導要領の内容を日々の授業に生かす意識が高まった。

自分で作った飾りに触れる児童

▲単元の振り返りや学習評価を効果的に行うために，

育成を目指す資質・能力について具体的に想定して

指導に当たることができるようにしていきたい。

▲単元シートの有用性をより高めるために，

単元シートの記入の方法や活用の機会を

考えていきたい。

●校務支援システムや研究通信で取り上げられた実践や情報を
互いに共有しながら，日常的に研究テーマを意識した授業作りに
取り組むことができた。

●単元シートを活用した授業の実践を通して，それぞれの教員が
育成を目指す資質・能力や目標，内容等について
理解を深めることができた。

●ティームティーチングを行う教員間で協働的に単元シートを作成することで，
単元の目標や個別の目標などを共有して指導に当たることができた。

校内研究へのご協力
ありがとうございました。

【設問１】目標と資質・能力

【設問３】教員間の協働 【設問５】学習評価

【設問２】児童の段階



個 教科 本単元における個別の目標 評価

A
知 生活小３ 集団の中での簡単な役割を果たすための知識や技能を身に付けることができる。 ○

思 生活小３ 身の回りの簡単な手伝いや仕事を進んでしようとすることができる。 ○

主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 △

B
知 家中１B 住まいの主な働きや，整理・整頓の仕方について知り，実践しようとすることができる。 ○

思 生活小３ 日常生活の手伝いや仕事を進んでしようとする。 ○

主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 △

C
知 家中１A 自分の成長を振り返りながら，家庭生活の大切さを知ることができる。 ○

思 家中１A 望ましい生活環境や余暇の過ごし方について気付き，工夫することができる。 ○

主 家中１ 家族とのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫しようとする。 ○

D
知 家中２B 快適な住まい方や，安全について理解し，実践することができる。 ○

思 家中１B 季節の変化に合わせた住まい方や清掃の仕方に気付き，工夫することができる。 ○

主 家中１ 家族とのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫しようとする。 ○

E
知 生活小１ 集団の中での役割に関心を持つことができる。 △

思 生活小２ 教師の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとすることができる。 △

主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 ○

F
知 生活小１ 集団の中での役割に関心を持つことができる。 ○
思 生活小１ 身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒に行うことができる。 ○
主 生活小１ 自分のことに取り組もうとしたり，身近な人々，社会に関心を持ち，意欲を持って学ぼうとしたりする。 ○

G
知 生活小３ 集団の中での簡単な役割を果たすための知識や技能を身に付けることができる。 ○

思 生活小３ 日常生活の手伝いや仕事を進んでしようとすることができる。 ○
主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 △

H

知 家中１B 住まいの主な働きや，整理・整頓の仕方について知り，実践しようとすることができる。 ○

思 家中１B 季節の変化に合わせた住まい方や清掃の仕方に気付き，工夫することができる。 ○

主 家中１ 家族とのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫しようとする。 △

I
知 生活小２ 簡単な係活動などの役割について知ることができる。 ○
思 生活小２ 教師の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとする。 ○
主 生活小２ 自分のことに取り組もうとしたり，身近な人々に自ら働き掛けようとしたりする。 △

J
知 生活小３ 手伝いや仕事をするための知識や技能を身に付けることができる。 ○
思 家中１B 季節の変化に合わせた住まい方や清掃の仕方に気付き，工夫することができる。 △

主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 ○

K
知 生活小３ 手伝いや仕事をするための知識や技能を身に付けることができる。 ○
思 生活小３ 手伝いや仕事を進んでしようとする。 ○
主 生活小３ 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働き掛けて学んだりしようとする。 ○

各教科等の育成を目指す資質･能力を踏まえた指導の工夫

ー「単元シート」の活用を通してー

研究授業の取組については，左のQRコードにて動画によ
る説明をしている。研究授業を通して，主に下記に示した４
つの学びを得ることができた。

中学部研究

❖ 研究授業

▷視点を焦点化した参観とワークショップ型事後検討会
▷資質・能力の育成を踏まえた単元の構成や学習内容
▷実践しての疑問の共有
▷生徒一人一人の実態に合わせた個別の目標と手立ての工夫

❖ 取組の概要

中学部においては，単元の指導に当たる教員１０人の内，１０人が実
践した。実践の割合は１００％である。単元シートを活用した実践数は
１０であった。実践した指導の形態や指導内容は表のとおりである。

❖

意
識
調
査
の

結
果
と
考
察

❖

中
学
部

研
究
の
ま
と
め

〇学習指導要領で示されている目標及び内容について小学部段階まで下ろして目標を設定するなど ,
全ての実践でそれぞれの生徒の段階をふまえた実践実践が行われた。

○生徒一人ひとりの目標や手立てを踏まえ，教員間で協働しながら学習内容を検討したり，
単元の反省を共有したりすることができた。

▲シートを作成することに大きな負担を感じている教員よりも効果を感じている教員が多いものの，
負担感を軽減する工夫は検討したい。

９．単元シートを作成することに負担を感

じた（後期のみ）

【考察】①②を合わせた回答が７０％
だった。このことから，単元シートの作成
に負担を感じている教員が多いといえる。

①
10

②
60

③
30

８．単元シートを活用することに効果を

感じている（後期のみ）。

【考察】①②を合わせた回答が８０％
だった。このことから，単元シートを活用
することに効果を感じている教員が多い
と言える。

①
40

②
40

③
10
⑤
10

３．学習集団を形成している児童生徒一

人一人の目標や手立てを踏まえ，教員

間で協働しながら学習内容を検討して

いる。

【考察】①の回答が０％から７０％に，③の回
答が２５％から０％になった。生徒一人一人の
目標や手立てを踏まえ，教員間で協働して学
習内容を検討する意識が高まったと言える。

①
0

①
70

②
75

②
30

③
25

２．学習指導要領で示されている目標及
び内容について，当該の段階と下の学
年の段階の児童生徒が学習集団を形
成している場合，それぞれの児童生徒の
段階を踏まえて実践している。

【考察】前期に比べ後期は①の回答が４２ポイ
ント増え，③の回答がなくなった。このことから，
生徒一人一人に応じた目標を踏まえて実践す
る意識が高まったと言える。

①
8

①
50

②
83

②
50

③
8

③
0

指導の形態及び指導内容 実践数

教科等を合わせた
指導

日常生活の指導 ０

作業学習 ０

生活単元学習 ９

教科別の指導 保健体育 １

自立活動 ０

育成を目指す主な教科等の資質・能力

知

①【社会：中１：ア（イ）ア】家庭や学校でのきまりを知り，生活の中でそれを守ることの大切さが分かること。
②【社会：中１：イ（ア）ア】身近な公共施設や公共物の役割が分かること。
③【社会：中１：Cア（ア）】生活に必要な物の選び方，買い方，計画的な使い方などについて知り，実践しよう

とすること。
④【職業：中１：Aイウ】材料や育成する生物等の扱い方及び生産や生育活動等に関わる基礎的な技術につ

いて知ること。

思

⑤【国語：中１：Aア】身近な人の話や簡単な放送などを聞き，聞いたことを書き留めたり分からないことを聞
き返したりして，話の大体を捉えること。

⑥【国語：中１：Aイ】話す事柄を思い浮かべ，伝えたいことを決めること。
⑦【社会：中１：ア（イ）イ】社会生活ときまりとの関連を考え，表現すること。

主
⑧【社会：中１：学び】身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さに

ついての自覚を養う。

個 教科 本単元における個別の目標 評
価

A

知 生小２ 場に応じたあいさつができる。 〇

思 生小２ 買いたいものを自分で選んで教師に伝えたり，カゴに入れたりすることができる。 ◎

主 生小２ 教師の支援を受けながら，自分のことに取り組もうとする。 〇

B

知 社中１ 公共施設等でのきまりを知り，生活の中でそれを守ることの大切さが分かる。 〇

思 国中１ 公共施設等で関わった方に感想や御礼を伝えることができる。 〇

主 生小３ 自分のことに取り組もうとしたり， 身近な人々に自信を持って積極的に関わろうとしたりする。 △

C

知 生小２ 公共の場でマスクを付けることができる。 ◎

思 生小２ 目的に応じて買うものを選ぶことができる。 ◎

主 生小２ 教師の言葉掛けを受けて課題に意欲的に取り組もうとする。 ◎

D

知 生小２ 教師の言葉掛けに応じ，適切な手指消毒をすることができる。 ◎

思 生小２ 買いたいものを自分で決めることができる。 ◎

主 生活小２ すすんで周囲の人と言葉を使ってコミュニケーションをとろうとする。 ◎

E

知 社中１ 公共施設等でのきまりを知り，生活の中でそれを守ることの大切さが分かる。 △

思 社中１ 公共施設等で関わった方に挨拶や御礼を伝えることができる。 〇

主 生小３ 身近な人々に積極的に関わろうとする。 △

F

知 生小３ 周囲の人と適切な距離で関わることができる。 〇

思 生小３ あいさつ係として大きな声であいさつをすることができる。 ◎

主 生小３ 周囲の人に適切に関わろうとする。 〇

教育課程で示されている段階と

個別の目標の段階の違いに

気付いた実践です。

❖ 単元シートを活用した実践例

中学部２年生 生活単元学習 「夏を楽しく」

中学部３年生 生活単元学習
「修学旅行に行こう」

中3の単元ですが，生徒の実態から単元を考えたら，
「育成を目指す主な教科等の資質・能力」が
全て中１段階になってしまいました。
これでいいのかな？

育成を目指す主な教科等の資質・能力
①【家庭：中２：Bオ（ア）】住まいの整理・整頓や清掃などに関わる学習活動を通して，快適な住まい方や，安全につ

いて理解し，実践する。
②【理科：中2：Bイ（ア）イ】身近な動物や植物について，探したり育てたりする中で，動物の活動や植物の生長と季

節の変化に着目して，それらを関係づけて調べる活動を通して，植物の生長は，暖かい季
節，寒い季節などによって違いがあることを身に付ける。

③【家庭：中２：Bオ（イ）】住まいの整理・整頓や清掃などに関わる学習活動を通して，季節の変化に合わせた快適住

まい方に気付き，工夫する。
④【理科：中２：Bイ（イ）】身近な動物や植物の変化について調べる中で，見い出した疑問について，既習の内容や生

活経験を基に予想し，表現する。
⑤【社会：中2】社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さについての自覚を養お

うとする。
⑥【家庭：中2】家庭や地域の人々どのやりとりを通して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し考えようとする

実践的な態度を身に付けようとする。

中学部２年生の実践



各教科等の育成を目指す資質･能力を踏まえた指導の工夫

ー「単元シート」の活用を通してー

研究授業の取組については，左のQRコードにて動画によ
る説明をしている。研究授業を通して，主に下記に示した四
つの学びを得ることができた。

高等部研究

❖ 研究授業

▷ 資質・能力の育成を踏まえた単元の構成や学習過程の工夫
▷ 視点を焦点化したワークショップ型検討会
▷ 自身の実践と照らし合わせながらの学び
▷ 育成を目指す資質能力と指導形態の関連

高等部２年生 Ｃ課程 数学 「金銭」（１０月１４日）

❖ 取組の概要

単元の指導に当たる教員２７人の内，２７人が実践した。実践の割合
は教科等を合わせた指導が１５％，教科別の指導が８５％であった。

❖ 意識調査の結果と考察

❖ 高等部研究のまとめ

○高等部全員が単元シートを活用した授業実践することができた。
○学習指導要領や教育課程を確認しながら各教科等の育成を目
指す資質・能力と単元の関連を踏まえた計画を考えることがで
きた。
○教科等の育成を目指す資質・能力に対して効果的な指導の形
態を考えることができた。
○生徒一人一人の目標や手立てを考え，授業者間で共有すること
ができた。
▲効果的な手段ではあるが，作成にかなり時間がかかる。
▲単元シートの個別の目標や評価と個別の指導計画を関連させ
ることができたら効率化を図ることができると考える。

単元シートを活用した実践から一部紹介

指導の形態及び指導内容 実践数

教科等を合わせた
指導

日常生活の指導 ０
生活単元学習 ４
作業学習 ０

教科別の指導

国語 ４
社会 ３
数学 ２
理科 ２
音楽 ３
美術 ３
保健体育 ５
職業 １
家庭 ０

自立活動 ０

高等部２年生 理科
「身のまわりの不思議」

高等部３年生 美術
「造形作品を考えよう」

「育成を目指す資質・能力」

・学習到達度を意識し
た実践をすることがで
きた。

・育成を目指す資質・能
力から単元の目標を明
確にした実践をすること
ができた。

グラフ化の説明ペア学習の様子

個別の目標に合わせ
て手分けして実験を
行った。

「個別の目標」

「育成を目指す資質・能力」「単元の目標」

１．単元の目標と，各教科等の育成を目

指す資質・能力との関連を踏まえて実践

している。

２．学習指導要領で示されている目標及
び内容について，当該の段階と下の学年
の段階の児童生徒が学習集団を形成し
ている場合，それぞれの児童生徒の段階
を踏まえて実践している。

【考察】前期に比べ後期は①②の回答
が18ポイント増えた。このことから，単元
の目標と育成を目指す資質・能力との関
連を踏まえた実践する意識が高まったと
言える。

【考察】設問１－８において①②の回答が５２％であり，設問１－９において①②の回答
が７５％だった。このことから，単元シート活用における一定の効果は感じているが，作
成における負担をより大きく感じているといえる。理由の一つとして，高等部では令和４
年度から新しい学習指導要領が実施されるため，観点別目標・評価に慣れていないこ
とが考えられる。

【考察】前期に比べ後期は①の回答が１６
ポイント増えた。このことから，日々の実践
において，生徒一人一人に応じた目標を
より意識することが増えたと言える。

８．単元シートを活用することに効果を感
じている（後期のみ）。

９．単元シートを作成することに負担を感
じた（後期のみ）。

育成を目指す主な教科等の資質・能力

知

Ａ数と計算
①【数学：高１：イ（ア）㋐】ある数の10倍，100倍，1000倍，1/10 ，1/100などの大きさの数を，小数点の位置を移してつくること。
②【数学：高１：ウ（ア）㋐】概数が用いられる場面について知ること。
③【数学：高１：ウ（ア）㋑】四捨五入について知ること。
④【数学：高１：ウ（ア）㋒】目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。
⑤【数学：高１：エ（ア）㋐】大きな数の加法及び減法の計算が，２位数などについての基本的な計算を基にしてできることを理解す

ること。また，その筆算の仕方について理解すること。
⑥【数学：高１：エ（ア）㋑】加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。
⑦【数学：高１：オ（ア）㋑】乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いることができる。
Ｃ 変化と関係
⑧【数学：高１：ウ（ア）㋐】ある二つの数量関係と別の二つの数量の関係を比べる場合に割合を用いる場合があることを理解する

こと。
Ｄ データの活用
⑨【数学：高１：ア（ア）㋐】数量の関係を割合で捉え，円グラフや帯グラフで表したり，読んだりすること。
⑩【数学：高１：ア（ア）㋑】円グラフや帯グラフの意味やそれらの用い方を理解すること。
⑪【数学：高１：ア（ア）㋒】データの収集や適切な手法の選択など統計的な問題解決の方法を知ること。

思

Ａ 数と計算
⑫【数学：高１：イ（イ）㋐】数の表し方の仕組みに着目し，数の相対的な大きさを考察し，計算などに有効に生かすこと。
⑬【数学：高１：ウ（イ）㋐】日常の事象における場面に着目し，目的に合った数の処理の仕方を考えるとともに，それを日常生活に

生かすこと。
Ｃ 変化と関係
⑭【数学：高１：ウ（イ）㋐】日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二つの数量の関係と別の二つの数

量の関係との比べ方を考察し，それを日常生活に生かすこと。
Ｄ データの活用
⑮【数学：高１：ア（イ）㋐】目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目し，問題を解決するために適切な

グラフを選択して読み取り，その結論について多面的に捉え考察すること。

主
Ａ 数と計算
⑯【数学：高１：ウ】数量について数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考え

る態度，数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。

個 教科 本単元における個別の目標（２組） 評価

A

知 高２
水溶液の性質が分かり，観察，実験などに関する初歩的な技
能を身に付ける。

◎

思 高２ 水溶液の性質について規則性を見つけることができる。 〇

主 高２
水溶液の性質について進んで調べ，学んだことを生活に生か
そうとする。

◎

B
知 生３ 水溶液に関心をもって調べる。 〇
思 生３ 水溶液について分かったことを表現する。 △
主 生３ 実験などに対して意欲をもって学ぼうとする。 〇

C
知 生３ 水溶液に関心をもって調べる。 ◎
思 生３ 水溶液について分かったことを表現する。 〇
主 生３ 実験などに対して意欲をもって学ぼうとする。 ◎

D
知 生２ 水溶液について知ろうとする。 △
思 生２ 水溶液について分かったことを表現しようとする。 〇
主 生２ 実験などに対して意欲をもって学ぼうとする。 〇

E

知 高２
水溶液の性質が分かり，観察，実験などに関する初歩的な技
能を身に付ける。

◎

思 高２ 水溶液の性質について規則性を見つけることができる。 ◎

主 高２
水溶液の性質について進んで調べ，学んだことを生活に生か
そうとする。

〇

F

知 高２
水溶液の性質が分かり，観察，実験などに関する初歩的な技
能を身に付ける。

◎

思 高２ 水溶液の性質について規則性を見つけることができる。 ◎

主 高２
水溶液の性質について進んで調べ，学んだことを生活に生か
そうとする。

〇

G

知 高２
水溶液の性質が分かり，観察，実験などに関する初歩的な技
能を身に付ける。

◎

思 高２ 水溶液の性質について規則性を見つけることができる。 ◎

主 高２
水溶液の性質について進んで調べ，学んだことを生活に生か
そうとする。

〇

育成を目指す主な教科等の資質・能力

知
①【美術： 高１ Ａア（イ） 】 材料や用具の特性の生かし方などを身に付け，意図に応じて表現方法を工夫し

て表すこと。
②【美術： 高１ 共通ア（ア） 】 形や色彩，材料や光などの働きを理解すること。

思

③【美術： 高１ Ａア（ア） 】 対象や事象を見つめ感じ取ったことや考えたこと，伝えたり使ったりする目的や条
件などを基に主題を生み出し，構成を創意工夫し，心豊かに表現する構想を練る
こと。

④【美術： 高１ 共通ア（イ） 】 造形的な特徴などから全体のイメージで捉えることを理解すること。

主
⑤【美術： 高１ ウ 】 楽しく美術の活動に取り組み，創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を培い，

心豊かな生活を営む態度を養う。

単元の目標

① 造形的な視点について気付き，材料や用具の扱い方に親しむとともに，表し方を工夫す
る技能を身に付ける。 （知識・技能）

② 造形的な良さや面白さ，表したいことや表し方などについて考え，経験したことや思っ
たこと，材料などを基に，発想し構想するとともに，身近にある造形や作品などから，
自分の見方や感じ方を広げることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等）

③ 楽しく美術の活動に取り組み，創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を培い，
心豊かな生活を営む態度を養う。 （学びに向かう力・人間性等）

高等部数学１段階
「金銭や時計・暦などの正しい使い

方が分かる」
高等部数学２段階
「生活に必要な金銭や時計・暦など

を工夫して使う」

・「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ変化と関係」
「Ｄデータの活用」の四つの領域となった。
・「金銭の価値や処理に親しむことについては，
内容の取扱いで触れること」となり，「目標・
内容」としてはなくなった。

現行の学習指導要領 新しい学習指導要領

金銭の価値や取り扱いについて，「数と計算」「変化と関係」「データの活用」の
三つの領域を関連させて計画を検討し，実践した。

▲育成を目指す資質・能力が増え，育成できたかどうかの確認が難しかった。


